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株式会社栄工業 

サステナビリティ・リンク・ローン 
 

2024 年 3 月 25 日 

  

ESG 評価本部 

担当アナリスト：前口 紘毅 

 

格付投資情報センター（R&I）は、資金調達者を栄工業（借入人）、資金提供者を滋賀銀行（貸付人）とす
るサステナビリティ・リンク・ローン（契約締結日：2024年 3月 25日）について、ローンマーケットアソ
シエーション（LMA）等の「サステナビリティ・リンク・ローン原則 2023」及び環境省の「サステナビリテ
ィ・リンク・ローンガイドライン（2022 年版）」に適合していることを確認した。オピニオンは下記の見解
に基づいている。 

■オピニオン概要 

(1) KPI（Key Performance Indicator）の選定 

栄工業は滋賀県に本社を置く総合金属加工企業である。KPIは「栄工業グループの CO2排出量（Scope1,2）
削減率（2021 年度比）」である。栄工業は環境・社会・経済の共生を目指すサステナブルな経営を推進し
ていく方針を掲げ、地球環境保全に関する重要課題を特定し、その対応として 2030 年までにグループ全
体の CO2排出量（Scope1,2）を 2021年度対比で 42%削減する中間目標を掲げる。サステナビリティ推進
に積極的に取り組むことで競合他社との差別化を図り、顧客のカーボンニュートラル実現にサプライヤー
として貢献する。選定した KPIは栄工業が特定した重要課題に対応し、持続的な成長に向けて高い戦略的
意義を有する指標であると判断した。  

(2) SPTs（Sustainability Performance Targets）の設定 

SPTs は栄工業グループの CO2 排出量（Scope1,2）について、2030 年度までに 2021 年度比で 42％削
減するという同社が掲げる削減目標達成に向けた削減経路として設定された各年度のマイルストーン目標
である。栄工業の CO2排出量の多くを占める Scope2は同社の生産活動と相関があり、過去 3期（2019年
度～2021 年度）は増加している。栄工業は今後も事業拡大を見込んでおり、2025 年には本社敷地内に新
たに工場棟を建設する予定である中、総排出量を年平均 4.7%のペースで削減する目標を設定している。ま
た日本政府が掲げる中間目標（2030年度 46%削減）や、地球温暖化対策計画の産業部門の削減目標（38%

削減：2013 年度比）を超えるペースでの削減が必要な水準である。以上より、SPTs は野心的な目標と判
断した。  

(3) ローンの特性 

栄工業は貸付人との間で協議のうえ貸出条件を決定した。2023年度以降、毎年度、SPTsの達成状況を
確認し、達成状況に応じて翌年度の利率が変動する。SPTsを達成した場合は利率を引き下げ、未達成の場
合は据え置き、SPTs 達成状況を公表および貸付人に報告しなかった場合は引き上げるよう設計されてい
る。貸出条件と栄工業の SPTsの達成状況が連動しており、SPTs達成に向けたインセンティブとして機能
する。 

(4) レポーティング 

栄工業はサステナビリティ・リンク・ローンが返済されるまでの期間、判定日までの間に少なくとも年
1回、SPTsの達成状況を貸付人に報告するとともに、ウェブサイトに開示する。 

(5) 検証 

栄工業はサステナビリティ・リンク・ローンが返済されるまでの期間、判定日までの間までに少なくと
も年 1回、SPTsの達成状況について他の独立した第三者による検証を受け、検証報告書を貸付人に提出
する。 
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借入人の概要 

(1) 事業概要 

・ 栄工業は滋賀県守山市に本社を置く、1987年に創業した総合金属加工企業。精密板金や製缶加工、お
よびそれらと機械加工を組み合わせた複合加工により、半導体などの電子デバイスや医薬品・食品の
製造機械メーカーに高品質・高精度の金属部品を供給している。 

・ 顧客の QCD1ニーズに合わせてカスタマイズした製品をつくることで、量産品を手掛ける海外メーカ
ーとの差別化を図っている。積極的な設備投資により最新機能を有する工作機械を多数導入し、多工
程を自社グループ内で一貫対応するとともに、熟練者の高い技術も掛け合わせ、高精度のものづくり
を短納期かつコストを抑制しながら実践していることが強み。 

・ 近年では半導体製造装置に関連する多様な構成部品や、車載用バッテリー製造工程で必要となる金属
製品などの受注が増えている。これらに対応するため 2025 年には本社敷地内での新工場棟を建設す
る予定であるほか、海外現地法人での設備投資なども検討しており、中期的な事業拡大を見込む。 

■栄工業の製品例（上：半導体製造装置の土台フレーム、下：車載用バッテリー用の電源ボックス） 

 

 

[出所：栄工業] 

                              
1 品質（Quality）・コスト（Cost）・納期（Delivery）の頭文字をとった、製造業には欠かすことのできない 3要素。 
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(2) サステナビリティ推進 

 栄工業は 2022年 4月、サステナビリティ戦略として「栄工業グループ SDGs宣言」を策定した。環
境・社会・経済の共生を目指すサステナブルな経営を推進していく方針を掲げ、事業活動を通じて取
り組む 4 つの重要課題を特定した。技術や製品面での差別化に加え、サステナビリティ推進の観点に
ついても競合他社に先行して取り組むことで差別化を図り、持続可能な社会の実現と自社の成長の両
立を目指す。 

 重要課題のひとつである「地球環境保全に向けた活動」については、主要取引先がサプライチェーン
を通じたカーボンニュートラルの方針を掲げていることも踏まえ、2030年までに 2021年度比で自社
グループの事業活動に伴う CO2 排出量（Scope1,2）を 42%削減する目標を策定した。なお同目標は
中小企業版 SBT認定の審査承認済みであることを栄工業に確認している。 

 CO2 排出量の削減に向けた取り組みは ISO マネジメント事務局が管理する。同事務局は ISO 関連の
取り組みを推進する組織であり、経営陣と各部の代表者で構成される。同事務局は ISO14001に沿っ
た環境マネジメントシステムのもと、月次でエネルギー使用量のモニタリングと改善に向けた取り組
みを推進しているため、CO2排出量の管理と削減に関する検討も併せて担う体制とした。ISO事務局
の中で経営陣が定期的に CO2 排出量の削減に向けた進捗状況をモニタリングし、必要に応じて機動
的に対策を講じることができる体制になっている。 

■栄工業グループ SDGs 宣言 

 

[出所：Sanei Technology Vietnam ウェブサイト] 
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１． KPI の選定 

評価対象の「KPIの選定」は、以下の観点でサステナビリティ・リンク・ローン原則等に適合している。 

(1) KPI の概要 

 KPIは栄工業グループの CO2排出量（Scope1,2）削減率（2021年度比）である。 

 KPI は GHG プロトコルに沿って一貫した方法で測定可能な定量指標であり、ベンチマークや参照値
との比較が可能である。 

(2) KPI の重要性 

 栄工業は持続可能な社会の実現と自社の成長の両立を目指す方針のもと、サステナビリティの推進を
今後の成長戦略の実現に向けて重要となる競合他社との差別化要素と捉えている。重要課題として「地
球環境保全に向けた活動」を掲げ、取り組みを加速する指標として栄工業グループ全体での CO2排出
量の削減目標を設定し、主要顧客のカーボンニュートラル実現にサプライヤーとして貢献する。 

 この目標と同一の KPIを選定するサステナビリティ・リンク・ローンを組成し、社外のステークホル
ダーに向けて自社のサステナビリティ推進に向けた取り組みを PR するとともに、社内に向けて目標
達成への意識を醸成し取り組みを加速するインセンティブとすることを意図している。 

 CO2 排出量の削減に向けた進捗は ISO 事務局において経営陣のもとで管理され、機動的に対策を講
じることができる体制になっている。 

 以上より、本件 KPI は栄工業の事業戦略において重要性を有し、その進捗が組織的に管理される適切
な指標であると判断した。 

２． SPTs の設定 

評価対象の「SPTs の設定」は、以下の観点でサステナビリティ・リンク・ローン原則等に適合している。 

(1) SPTs の概要 

・ SPTsは、栄工業グループの CO2排出量（Scope1,2）について、2030年度までに 2021年度比で 42％
削減するという同社が掲げる削減目標達成に向けた削減経路として設定された各年度のマイルストー
ン目標である。SPTsは以下の通り設定され、毎年度、達成状況を判定する。 

・ なお、栄工業の事業年度は 5月 1日～4月 30日までの期間である。 

■SPTs の推移 

年度 2023 2024 2025 2026 2027 2028 
2030 

（参考） 

SPTs ▲9.3% ▲14.0% ▲18.7% ▲23.3% ▲28.0% ▲32.7% ▲42.0% 

[出所：栄工業提供資料より R&I 作成] 
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(2) SPTs の野心性 

① SPTs の水準感 

・ SPTs は 2021 年度を基準に、2022 年度～2030 年度までの 9 年間で年平均約▲4.7%（2021 年度比）
のペースで CO2排出量を削減するよう設定されている。 

・ 栄工業の Scope1は本社工場の空調設備の稼働と車両の使用、Scope2は製造設備の稼働に伴う電気使
用が多くを占め、Scope2 は生産活動と相関がある。直近 3 期（2019 年度から 2021 年度）は生産活
動および売上高の増加に伴い CO2排出量も増加しているため、SPTsを達成するためにはこれを削減
に転じさせることが必要である。 

・ 栄工業の主要な生産拠点である本社工場は 2015 年に建設したものであり、比較的高性能かつ高効率
な設備を導入しているため、製造設備の更新などによる省エネ余地が限定的である。加えて、2025年
に本社敷地内に新たに工場棟を新設し生産量・売上ともに伸ばしていく成長戦略を掲げている。この
ような経営環境のもとで、栄工業は総排出量を削減する目標を掲げており、SPTs 達成の難易度は高
いと考えられる。 

・ さらに、日本政府が掲げる中間目標の 2030 年度 46%削減（2013 年度比、年平均 2.7%削減に相当）
や、その達成に向けた総合計画である地球温暖化対策計画（2021 年 10 月 22 日閣議決定）における
産業部門の削減目標の 38%削減（2013年度比、同 2.2%削減に相当）のペースと比べ、栄工業の削減
ペース（年平均 4.7%削減）はこれらを超える水準であり、基準年度は異なるものの短期間で大きな削
減を目指す目標水準になっている。さらに栄工業の削減目標は中小企業版 SBT（1.5℃目標）の審査
も承認済であることを確認している。 

・ 以上より、SPTsは野心的な目標であると判断した。 

② SPTs 達成手段の妥当性 

・ 栄工業は SPTs 達成に向けて、省エネルギーや再生可能エネルギーの利用拡大といった Scope2 の削
減に向けた取り組みや、使用車両の電気自動車（BEV）への切り替えなどの Scope1 削減に向けた取
り組みを進める。 

・ 省エネについては、高効率な空調設備への更新やサーキュレーター導入などによる空調効率の向上、
昼休憩時の余剰電力が活用できる自動運転加工機の導入、電気使用量を抑制できる機器の起動方法の
実施など、着実な省エネ施策を進めている。再生可能エネルギーについては、既存工場の屋根への太
陽光発電設備の増設や再エネ電力の購入などを進めるとともに、再エネ電力を有効活用するため太陽
光発電の稼働状況に合わせたフォークリフトの充電なども行う。 

・ また、2025年に新設する新工場棟についても高効率な設備を導入するとともに、屋根への太陽光発電
設備の設置も検討しており、工場新設に伴う CO2排出量の増加を可能な限り抑制していく方針。 

・ 栄工業が行う排出削減に向けた取り組みは、SPTs達成に向けて妥当であると判断した。 

③ SDGs への貢献 

 SPTs達成に向けた取り組みは、以下の SDGs目標に貢献すると考えられる。 

SDGs 目標  

  

7.2 2030年までに、エネルギーをつくる方法のうち、再生可能エネルギーを使う方法の割合を大きく増やす。 

7.3 2030年までに、世界全体のエネルギー効率の改善率を倍増させる。  

13.1 全ての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエンス）及び適応の能力を強

化する。 

 



セカンドオピニオン 

 

 6/7 

(3) SPTs の妥当性 

 SPTsの妥当性について、独立した第三者である R&Iから本件セカンドオピニオンを取得している。 

３． ローンの特性 

評価対象の「ローンの特性」は、以下の観点でサステナビリティ・リンク・ローン原則等に適合している。 

 栄工業は貸付人との間で協議のうえ貸出条件を決定した。2023年度以降、毎年度、SPTsの達成状況
を確認し、達成状況に応じて翌年度の利率が変動する。SPTsを達成した場合は利率を引き下げ、未
達成の場合は据え置き、SPTs達成状況を公表および貸付人に報告しなかった場合は引き上げるよう
設計されている。 

 貸出条件と栄工業の SPTs の達成状況が連動しており、SPTs達成に向けたインセンティブとして機
能する。 

４． レポーティング 

評価対象の「レポーティング」は、以下の観点でサステナビリティ・リンク・ローン原則等に適合してい
る。 

 栄工業はサステナビリティ・リンク・ローンが返済されるまでの期間、判定日までの間に少なくとも年
1回、SPTsの達成状況を貸付人に報告するとともに、ウェブサイトに開示する。 

５． 検証 

評価対象の「検証」は、以下の観点でサステナビリティ・リンク・ローン原則等に適合している。 

 栄工業はサステナビリティ・リンク・ローンが返済されるまでの期間、判定日までの間までに少なく
とも年 1回、SPTsの達成状況について他の独立した第三者による検証を受け、検証報告書を貸付人
に提出する。 

 
 

以 上  
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